
  

 相続におけるトラブルを防ぐために、民法では誰が相

続人となり、また何が遺産にあたり、被相続人の権利義

務がどのように受け継がれるかなど、相続の基本的なル

ールが定められています。この民法の相続について規定

した部分を「相続法」と言います。 

 相続法は、昭和55年（1980年）に改正されて以降、

大きな改正は行われていませんでしたが、高齢化の進展

など社会環境の変化に対応するため、約40年ぶりに大き

な見直しが行われました。 

 今回の相続法の改正の主な内容は次の通りです。 

１．「配偶者居住権」の創設 

 配偶者居住権は、配偶者が相続開始時に被相続人が所

有する建物に住んでいた場合に、終身または一定期間、

その建物を無償で使用することができる権利です。 

例：相続人が妻と子１人、遺産が自宅2,000万円＋預貯

金3,000万円の場合 自宅＝配偶者居住権1,000

万円＋負担付き所有権1,000万円、預貯金は各

1,500万ずつとし合計各々2,500万円ずつとする。 

２．自筆証書遺言に添付する財産目録の作成がパソコン

で可能に 

  今まで自筆証書遺言は、添付する目録も含め、全文

を自書して作成することが必要でしたが、添付する相

続財産の目録については、パソコンで作成したものや

通帳の写しなどを添付することでOKになります。 

３．法務局で自筆証書による遺言書が保管可能に 

  自筆証書による遺言書は自宅で保管されることが多

く、折角作成しても紛失したり、捨てられてしまった

り、書き換えられたりするなどの問題がありました。

それが、法務局で保管する制度が創設されます。 

４．被相続人の介護や看病に後見した親族は金銭請求が

可能に 
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 ４月２０日、雄大な

富士の霊峰を目の前

に仰ぐ1,355mの足

和田山に登った。 

 「一本木」バス停か

ら歩き始めると間も

なく白い花をつけた

こぶしの木が現れる。

この辺は1,000m近

い標高なので、周囲に

まだ春の花は少ない。 

登山口に大きな看

板が有り、「富士箱根

伊豆国立公園・東海自

然歩道」とある。 

ウグイスやミソサ

ザイの鳥の鳴き声が

爽やかに響く。 

雑木林と赤松の中、

木段の急登を繰り返

し登ると富士山の雄

姿が木々の間に垣間

見え、右手には河口湖

や西湖の青い水が眩

しく輝いていた。 

 


